
企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、本市が実施する地方
創生に資する取り組みに対して、本社が本市以外に所在する企業様
から１０万円以上の寄附をいただいた場合に、寄附額の最大約９割
が法人関係税から税額控除される制度です。

① 1回あたり１０万円以上の寄附が対象です。
② 寄附を行うことの代償として経済的な利益を受け取ることは法律により禁止されています。
③ 本社（地方税法における「主たる事務所または事業所」の規定）が本市に所在する場合は、

制度の対象となりません。

富田林市では、企業版ふるさと納税制度（地方創生応援税制）を
活用して本市の地方創生に資する取り組みを応援していただける
企業（団体）様を募集しています。
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企業版ふるさと納税とは

■寄附企業様のメリット

【１０万円以上のご寄附】
・感謝状を贈呈
・寄附企業様を市公式ウェブサイト・広報誌への掲載

【１００万円以上のご寄附】
・市長が拝領し、市条例規定による表彰状（善行賞）を贈呈
・寄附企業様を市公式ウェブサイト・広報誌への掲載
・報道機関にプレスリリースを配信

税額控除

法人関係税において、
寄附額の約９割に相当
する税額控除を受ける
ことができます。

社会貢献

社会貢献に取り組む
企業としてのＰＲ効果
（ＳＤＧｓの達成な
ど）が期待できます。

パートナーシップ
の構築

企業版ふるさと納税を
通じた連携により、本
市との新たなパート
ナーシップが構築でき
ます。

■富田林市にご寄付いただくと

寄附に際しての留意事項

制度活用をお考えの際は事前にお問い合わせください

お問い合わせ 富田林市市長公室 都市魅力課

TEL 0721-25-1000（内線328）
Email furusato@city.tondabayashi.lg.jp

軽減効果

最大約９割

企業版ふるさと納税で
富田林市をご支援ください

法人関係税



特に寄附をお願いしたい富田林市の取り組み
これらのメニュー以外にも寄附を募集していますので、ぜひご相談ください。
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富田林のこどもの未来を応援

とんだばやし子ども食堂事業

本市を取り巻く課題とプロジェクトの目的

プロジェクトの内容（ご寄附の活用）

プロジェクト名

路線バスの廃止に伴う新しいスタイルの公共交通に向けて

本市を取り巻く課題とプロジェクトの目的

プロジェクトの内容（ご寄附の活用）

0721-25-1000（内線416）
koutsu@city.tondabayashi.lg.jp

プロジェクト名

まちづくり部交通政策室

金剛ふるさとバス活性化事業

富田林市、太子町、河南町、千早赤阪
村の南河内地域で100年近くにわたり利
用されてきた「金剛バス」が、令和5年
12月20日をもって廃止されたことに伴い、
金剛ふるさとバスとして運行をスタート
しました。
本プロジェクトは、少子高齢化や利用

者の減少、乗務員不足などの公共交通を
取り巻く全国的な課題に対処し、沿線4
市町村と関係機関が連携・協力し、地域
住民の移動手段を将来にわたり確保し、
安心して暮らせる地域社会を維持するた
めの取り組みです。

金剛ふるさとバスは、沿線4市町村で構成する法定協議会が運営主体
となり、利用者の多い5路線を近鉄バス及び南海バスの2社が運行するほ
か、沿線4市町村それぞれが運営するコミュニティバス等が補完するな
ど、このプロジェクトにかかわるすべての事業主体が、それぞれの役割
なかで可能な輸送資源を活用しながら構築しました。
今年度は、金剛ふるさとバス等の運行を引き続き継続し、昨年度に策

定しました広域版の地域公共交通計画をもとに、利用の促進など各種活
性化事業を4市町村と連携しながら、将来にわたり持続可能な地域公共
交通の実現に向けて取り組んでいきます。

0721-25-1000（内線291）
k-seisaku@city.tondabayashi.lg.jp

こども未来部こども政策課

本事業は、居場所の提供や食事の提供、
学習支援などを通じて、富田林市で暮らす
こどもやその保護者を支援する地域の子ど
も食堂に対し、その活動を支援することを
目的としています。

富田林市内には、民間団体等が運営する16箇
所の子ども食堂があり（R7年3月1日時点）、年
間でのべ13,000人程度のこどもたちが利用して
います。各団体が、今後も地域のこどもの居場
所として食堂を運営されるよう、また、市内16
小学校区全てに子ども食堂が開設されることを
めざして、食材費等の補助事業を実施していま
す。


